
山田寺整備状況

4. 111111が跡整備工事

l l i Hl ｡ ､ 洲; 復原事業は、文化庁からの支川委任事業とし

て、19 9 3年度から19 9 7年度までの５ヶ年計i l l l i にて実施し

た。猫術方針として、

ｌ）金堂・塔と' ' 1門・' １１１廊で囲うI l I 心伽隙について、

できる限り堆城等の実火復原をおこなう

２）’ ' 1 心伽嘘の外周を|川う南' 1 1 1と大垣の復原表水をお

こなう

３）現況の通過路や水路をできるだけ巡碓復原友, j 〈と

値複しないよう工夫し、移設や迂1 , 1 をおこなう

′ l ）兇学着用の苑路・休憩所等便続施設を終術する

などを決めた。

しかし、盤備地における湧水雄がｆ想外に多かったこ

とや水1 1 1 跡の土壌のヘドロ化が進行しており、多1 1 t のヘ

ドロの入れ替えをおこなわなければならないこと、1 1 1 側

から中門及び南I ml I 1 1廊沿いに東i I I i に貫流する水路の崩壊

規模が大きいことなどから、復原は火i 冊に縮小すること

となり、金堂・塔・I u I 廊・' ' １門・火虹・南門の各堆埴は、

盛ｋ張芝による復原表示にとどまった。

整備にあたり、金堂・塔・何廊・巾門・火ｈｉ・南門の

各堆恥は、盛上張芝の復原表示とし、金堂及び塔は、

GL＋１ｍ、’ ' 11廊・I . |｣門は、ＧＬ＋30ｃｍ、人垣・南門GL＋

1 0 ｃｍ尚で表水をおこない、ＩＩ１Ｉ廊内部は、化粧砂利敷き

( 厚３ｃｍ）とした。

南' 111から南に延びる参道（１１１冊7. 4ｍ、延握20. 5ｍ）とそ

れにとりつく東I ﾘ ﾘ 道（l 陥1 2 . 3ｍ、延長67 . 0ｍ）については

砕ｲ i 蚊きとし表ホをおこなった。また、東而I u l 廊の東側

2 0 . 2 ｍに何廊と併行した大溝が検出されており、これを

自然ｲ i 謹岸（I 陥70ｃｍ，延長１１７ｍ）で表示した。

一方現況において、蚊地内を南北方向に縦断している

辿過路及び耕作川道路を盤備地の東西端にそれぞれ迂回

移設した。また、東両方向に災流していた水路を南門と

ＩＩｉｌ１１の間にｲ 耐水路で移設し、ルj 壊の若しい下流部は石

硫堰堤を設けた。敷地の盤備は、水、跡地表土（耕作泥

土）をすき取り後に盛上造成し、あわせて透水杵及び敷

地周囲に透水性Ｕ形溝を敷設するなど排水と湧水対策を

施した。

本格的な復原盤術は、今後を待たなければならないが、

今1 1 1 1 5ヶ年で実施した終術事業の施工1m職は2 5 , 0 0 0㎡、

総事業盤は、３億円である。（上垣内茂樹）
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